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  報告；與座良一氏（中国宋代史・佛教大学）「宋代の都市と軍隊」 

従来、唐代後半から宋代にかけての中国都市の変化として、坊墻制や市制の解体、

都市周辺における市鎮の叢生などが注目されてきた。そこには確かに自由な商業活動

の広がりといった状況が確認出来る。一方で市鎮の分散する地域の中心には州県城が

あり、唐宋間に人口の倍増した州県の行政都市は、商業発展の中核にもなったとされ

る。そこで中央政府は、国都から州県城へ官僚を派遣し、さらに軍隊を配備すること

で領域支配を貫徹しようとした。 

さて中国史では、軍事制度の変更も唐代後半からの変化の一つとして注目されてき

た。それは唐代前半までの兵農一致の軍制から、兵農分離への変更であるが、宋代の

兵士（募兵）は、兵役だけでなく唐代農民が担った雑役の一部をも負担した。そのた

め各都市に配備された軍隊の役割は、治安維持のほか各種公共事業にまで及び、都市

と軍隊の関わりも多様なものとなった。本報告では、こうした軍隊と宋代都市の多様

な関係を当時の史料から確認していきたい。 

 

コメント；白幡俊輔氏（イタリア史・京都大学） 
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